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　「青モード」を活用して、「スターラップ形状の補強筋」を採用しない方法

目的

基礎RC部の鉄筋をより合理的に設計すること。

具体的な設計手順

②インポート結果には、「OK」と「NG」がある。（別紙-A）

（「青モード」で、立上筋を変更して、設計を継続することも可能です。）

以上のプロセスで、基本的に「スターラップ形状の補強筋」を採用しない。」事が可
能になる。

・可能な限り、「スターラップ形状の補強筋」を無くす。（工事費の合理化のみな
らず、設計の省力化（図面へ記入する必要が無い等）が可能になる。

（但し、「設計ハンドブック設計例」では前述した様に、せん断耐力（フープ）は、過大
に設定されているため、設計内容を、見直すことをお勧めします。）

⑤「NG｝の場合は、基本的には、設計ハンドブック設計例と同等な定着機構（赤
モードに設定してあるデフォル情報）の設定が必要」になる。
デフォル情報トを変更する場合は、「赤モード」で設計変更する必要がある。（別紙-
B）

①汎用プログラムからの「データインポートを、青モード設定」で実施する。（イン
ポート画面で、「青」を指定する。）

③「OK」の場合は、「設計ハンドブック設計例の立上筋を、主筋と見なしたRCの柱」
（スターラップ補強筋は使わない）でも十分な耐力があることを確認したことになる。
（別紙-C）

④柱型の寸法、立上筋の設計変更等、更なる検討が必要な場合は、「青モード」で
設計を継続する。

・せん断力の設計（フープ）は、「設計ハンドブックの設計例」では、「発生すると
想定した、最大のせん断応力を前提として算定」しているが、設計用存在応力
に対応すれば良いのため、存在せん断力に対して、再設計する事が、合理的。

（「NCベース柱脚検定プログラム」で、全てのフープピッチを100mmに設定して、
検定することも可能。）

・基礎RC部の設計内容が同じ場合には、NCベース柱脚検定プログラムで「同
一グループとして、グルーピングする機能」を使うことにより、設計業務の合理
化ができる。








